
 

 

 

部活動にいそしむＹ校生の姿に、いつも元気をもらっています。横浜スタジアムでの硬式野球部の試合を観

戦し、吹奏楽部やバトン部の熱の入った応援にも心が打たれました。軟式野球部や他の部活動の活躍も楽しみ

です。コロナ禍で声を出しての応援がままならないのですが、これから少しずつ緩和されて、応援歌を歌える機会

がたくさんあることを期待しています。今回は、そんな応援歌集を特集します。 

三種類の応援歌集が、図書館に保管されています。 

  

手のひらサイズの小さな歌詞集「Ｙ校の歌」は、昭和４年に発行されたものの復刻版で、２８曲の応援歌の歌

詞と、替え歌として応援歌に使用している「佐渡おけさ」の元歌の歌詞が掲載されています。 

表紙に 「校歌・應援歌」 とある２１㎝×15ｃｍの冊子には、校歌と、今でも歌われる「Ｙ校の意気」「輝く伝

統」「Ｙ校健児の歌」など２１曲の応援歌が楽譜とともに載っています。発行年などの記載がなく、いつ頃に出さ

れたものかは不明ですが、「輝く伝統」の歌詞に 「けんがくここにはちじゅうねん（建学ここに八十年）」 とあるので、

１９６５年（昭和４０年）頃に発行されたものと思われます（右上の写真参照）。 

一番新しい水色の冊子には２１曲の応援歌が楽譜付きで収められています。こちらの「輝く伝統」の歌詞は

「けんがくここにいっぴゃくねん（建学ここに一百年）」 なので、４０年ほど前のものでしょうか。ちなみに現在は、野

球部応援団長に確認したところ、「建学ここに百四十」と歌っているそうです。 

１９６４年にはレコードも作られています。校歌のほか 12 曲の応援歌が収められているＬＰレコードです。野球部

の顧問の先生とこのレコードを聞いたとき、「輝く伝統」にＹ校短艇部歌とあるのを見て「野球部の歌ではなかった

のか！」と驚かれていましたが、水色の冊子に（各部適用）とあったので、安心してどの部活動でも歌ってくださ

い。ボート部（端艇部）の記載が短艇部となっていますが、日本国語大辞典によるとどちらも同義のようです。 

  

「Ｙ校の意気」を口語訳したものが、Y 校と横浜市大の卒業生の同窓会である「進交会」の 

ホームページ内の 「Ｙ校会だより」１５号 に掲載されています。 卒業生のＹ校愛を感じます。 

ぜひご覧ください。                                     進交会ၡၠၢ 

  「応援歌  


